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対称のイオンである H イオンを失った このヒ

ドロキシル ・ イオンは，エネルギー的に不安定な

状態であり，界面活性エネルギーなどを消費 しよ

う とする活性化状態になっていると考え られる .

このそデ、ノレの妥当性については，今後検討を加え

てゆかなければならないと考えている.

この水の界面活性作用，特に乳化作用について

述べる.

水の量の 5%程度の A重油を水に混合して良

く撹持する.しばらく経つと重油の大部分は水の

表面に分離，浮上するが一部の重油はエマルジョ

ンとなって水中に安定した分散相を作る .一方，

流動層を通さない水ではこのような安定したエマ

ルジョンをつくらず，重油と水は容易に分離をす

る.この安定したエマルジョン溶液に水を一滴加

えるとき，この水滴はエマルジョン液全体に拡散

して均一層をつくる.このことはこの乳化作用は

0川V 型であり， w/o 型でないとい うことを示

している.

この o/w 型乳化物(水の中に油が乳化する)を

つくるに適当な界面活性剤の HLB 価 (hydrophile­

lipophile balance) は各種の乳化剤を比較 して実験

的に決められるものであり，用途に適した乳化剤

の選択の他tこその乳化剤の働きを知るために用い

られている.

HLB 価と用途の関係を第 6 図に，また溶解性

との関係を第 1 表に示す11)

第 1 表から見るとこの水の手L化は安定なミルク

状であるので， HLB 価は 8~10と推定される.

一方，この HLB 価を計算する方法が幾っか提

案されている 11)三その中の川上法とアトラス法を

用いてヒドロキシル・イオン水の HLB 価を試算

してみる.

(1) 川上法

HLB 価=7+4.021og(Mw/Mo) , 
Mw， Mo は親水基，疏水基の分子量

Mw=18 , Mo=17 である.したがって HLB

価今 7.5 である.

(2) アトラス法
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第 6 図 HLB 価と用途.

用途

第 1 表 HLB 値と溶解性との関係.

水浴性 I HLB 範囲
分散せず

僅かに分散

強力なかきまぜでミルク状に分散

安定なミノレク状分散

半透明ないし透明な分散

透明に溶解

1~3 

3~6 

6~8 

8~10 

1O~ 13 

13-1 

HLB 価と推定できる.この価は乳化実験か

ら推定された 8~10と良く合っている.

また o/w型の乳化作用を示す物質は，油汚れと

固形粒子が混合してできている通常の「汚れ成分」

から油成分を水の中に乳化，分散して残った固形

粒子の基材に対する付着性を無くす力を有するこ

とを意味し，いわゆる洗浄作用を示す電気石粒状

物流動層を通った水が実際に油汚れなどの洗浄に

役立つことを裏付けている.この水の界面活性は

およそ三日間で急速に減少して消滅する.このこ

主は乳化実験で簡単に知ることができる.こ の三

日間とし、う時間の制限は実用上はほとんど支障が

生じない.

~6 実用化について

川上法と アトラス法には換算グラフがあるの 電気石粒状物の流動層を通った水が化学薬剤を

でそれを用いると， HLB 価 =10 となる .こ 全く用いずに界面活性を示すことは非常に大きな

の二つの計算によればおよそ 7.5~10 の 実用上の可能性を提起している 12) また，この界
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面活性作用の他にも次のような作用がある.

(1)酸性，アルカリ性を問わず水の pH 値を中

性に向かつて移動させる.

(2) 水の溶存酸素を増加させる.

(3) 水に溶解している溶存塩素の加水分解を促

進して CI2 を HOCI ， OClーなどに変え，温

素の刺激，味，臭いを著しく緩和する.

(4) 弱し、酸化，還元作用を示す.

(5) 凝集効果を示す活性シリカなどのポリマー

をつくる.これは粒状物を構成するアルミ

ナ，シリカ，酸化鉄などのイオン化と電極反

応によるポリマー架橋作用によると考えられ

る.

これらの作用がお主いに相乗して大きな効果を発

揮する.

ここで述べたように電気石粒状物の流動層を水

が上昇流で通過しヒドロキシル・イオンのリッチ

な水に変えるための器具は既に「フローレット j

とし、う商品名でいろいろなサイズのものが製造市

販され始めてい ~12) 実用化されているフローレ

ットの用途の中から主なものを挙げてみる.

1. ピルの給配水管の赤水およびスケール，ス

ライムの除去，防止.

2. 住宅の給水の元管に取り付けることによる，

台所，浴室，洗濯，その他の水まわりにおけ

る各種効果の利用.

3. 公衆浴場，その他の浴場の給水源における

設置.

4. プール用水などの循環配管への設置.

5. 食品の調理，加工，洗線用水としての利用.

試みられようとしている分野は多種，広範にわた

る.それだけ水というものはわれわれ人間にとっ

てはほとんどの分野において関わりのある重要な

ものである.このような界面活性を持った水を作

ることの他にも電気石の永久電極は興味ある現象

を示す.

水の中に溶解する金属イオンはこの電極のうち

のカソード面に電気的に強く吸引され，放電し，

いわゆる電着し，金属面を作る.いわゆるメッキ

に相当することが生じる.カソードはこの金属表

面に移動する.一時的な電極面と透って永久電極

商への電着をした状態で、用い得ることは，単なる
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メッキされた金属面と違った現象を生じる.用途

としては，銀による殺菌，銅に主る殺藻，また，

高温に耐える白金その他の金属触媒の担体として

の利用，重金属の電着除去などが期待され，既に

その一部は実用化に入っている.これについて

は，誌面の都合上，また次の機会に報告したい.

97 むすび

電気石という自然、界でも珍しい極性結晶体の永

久電極を利用して，界面活性を持つ水をつくるこ

との概略に'ついて述べた.

最初にこのような見通しを立てて行った研究で

はなく，いろいろと試行錯誤を重ねてゆく聞に出

てきた様々な現象や事実について考え，実験や実

地テストを行い，ょうやくここで-述べたようなこ

とがわかってきたのである.また実用化の入口に

たった段階であり，解決しなければならない問題

が多く，また，応用される分野も広い，この小文

ができるだけ多くの方々に関心を持っていただく

きっかけになれば幸いです.

今日までご指導とこ'協力を得た多くの方々，特

に大阪市大の戸村正夫名誉教授と中村輝太郎東海

大教授(前東大教授)にはここで感謝の意を表しま

す.
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